
 

国土強靱化 民間の取組事例 057  エネルギー供給の継続 

 

自分を守る！ ▶エネルギー供給の継続 11 非常用電源・燃料等を確保する 

057 カーボンニュートラルな店舗づくりと災害対応力強化 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

株式会社滋賀銀行 
【平成 27年】 

6160001000993 その他事業者 
【金融業，保険業】 

滋賀県 

 株式会社滋賀銀行では、最先端の省エネ設備と太陽光発電システム機器等を最大限活用し、CO2排

出量を実質“ゼロ”にする「 カーボンニュートラル店舗」の建設を栗東支店で進めており、平成27年

3月に営業を開始する。 

 この カーボンニュートラル店舗」となる栗東支店では、LED 照明や全熱交換器等を活用すること

で、従来型店舗に比べて34％（約 30トン／年間）のCO2排出量を削減する計画である。また残る

66％の CO2 排出量（約 60 トン／年間）に相当する電力を太陽光発電でまかない、実質的に CO2

排出量をゼロとすることを目指している。 

 また、災害により停電が発生した場合には、日中は太陽光発電により業務継続が可能となり、環境

配慮と災害対応力強化の相乗効果を狙っている。なお 非常用発電機」も設置し、太陽光発電が使

用不能な場合等にも備える予定である。 

 

 


